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学位論文内容の要旨

  日本産紅藻テングサ目の野外藻体及び培養藻体をもとに、形態学的・分子系統

学 的 ・ 生 理 学 的 な 手 法 を 用 い て 系 統 分 類 学 的 研 究 を 行 っ た 。

  核コード のSSUrDNA(smauSubunitofnbOSOm甜DNA）、nSl（intemal

tranSCribedSpaCer1）及び葉緑体コードのrbCL（l．argeSubunitofthe

ribulOSe－1，5－biSphOSphateCarboxylaSe/OXgenaSe）配歹l亅を用いた分子系統学

的解析では、テングサ目全体の系統推定を行った。これらの系統樹はテングサ目

が3つの大きなクレード、テングサ目で最初に分岐するG餬出餬aクレード、

Rer〇c幽〔ぬ／R・er〇（出匝e仏クレード及びlargeGeロ甜umcomlexクレードから

なることを示した。また、G餬甜LU弧出w舸caf蜘Martens（ヒメテングサ）、

G．vagロnokanlura（ヨレクサ）及びG．pus田um（Stackhouse）LeJolis（ハイ

テングサ）などが典型的なGeロ出L贓（テングサ）属から離れ、さらなる分類学

的解析の必要性を示した。さらには、二次的仮根のタイプ（単細胞独立型、くぎ

型及びふさ型）は完全に上述の3つのクレードと一致し、このことはこの形態形

質 がテングサ目の系統を反映した形質であることを示すものである。

  テングサ目唯一のsWnpodi甜な生長様式を示すAcanめo’pe｜ぬ（ユイキリ）属

とテングサ目で一般的なmonopo出甜な生長様式を示すとされていたY’aぬbeぬ

（ヤタベグサ）属は、生長様式の違いを強調するこれまでの研究者によって異な

る系統から派生したものと考えられてきた。しかし、SSUrDNA、r6C．L及びnミ1

配列を用いた分子系統学的解析はこれらの分類群が近縁であることを示した。ま

た、これらの培養藻体及び野外藻体の生長様式を観察したところ、ユイキリ属で

は常に軸となる枝が変わるsWnpodimで、一方ヤタベグサ属は軸の変更が希なた

め一見noropodoaであるが実は間隔の広いSympodia亅な生長様式を示すこと

がわかった。っまり、ユイキリ属では軸の変更が常であるのに対しヤタベグサ属

ではそれが時折であるという違いがあるものの、sympodiむな生長様式を示すと

いう点ではこれら2属は基本的に同じであることが明らかになった。分子データ

による系統的近縁性に加えこれら2属を区別していた生長様式でも類似性が示さ

れたことからユイキリ属とヤタベグサ属は同属として扱うべきであり、新組合せ



Acan曲〇pd灯SmrSuぬ（Okamura）Smmada，HOr塘uCmetMaSudaを提唱した。

  日本各地のPfer〇cぬ〔ぬ／Pfer〇cぬびe仏一Complex21個体群はrbcL配列を用

いた系統解析で3つの単系統群に分かれた。これら3つのグループは軸や第一位

枝の長さ、第二位枝の幅及び軸や第一位枝の分枝間隔を含む形態形質の不連続に

より認識できた。これら3つのグループの形態的特徴は同一培養条件でも維持さ

れていた。分子と形態データはこれら3つのグループが独立した種で、それぞれ

P絶r〇Cぬd‘fanana〇k甜nura、P絶・r・〇（1′ぬdfafenuお〇k甜nura及びPfer〇Cぬ甜a

densa○k甜nuraであることを示した。Pfer〇cぬd‘fadensaはPfer〇cぬd餬a

ca・p．仏Cea（Gmeun）SanteliCeSetHOmmerSandのシノニムである。Rer〇Cぬ匸ぬ

n卸aokamuraとRer〇cぬCぬfenuおはRer〇c幽匝e仏ーtypeの嚢果を持つこと

からPfer〇cぬ匝e仏属に移すべきで、新組合わせRer〇cぬむe仏nana（○kam丗a）

Smmada， HOr塘 uCMetMaSuda及 び ・ PferOC幽 甜 制 a絶 nuB（ ○ kamura）

Smmada，HonguchietMasudaを提唱した。

  Geロ甜LエmSub血S缶ぬfumokam丗aとGeロ出umeたg．anSK眦Zingの独立性

は疑問が出されている。しかし、年間を通した枝上部の季節変動を観察したとこ

ろ、冬から春にかけて枝上部の形態的特徴で2種が区別できた。これら2種は

nS1配列や低温耐性でも区別することができた。これらの形態、分子及び生理学

的データは両者がそれぞれ独立した種であることを示唆した。

  2つ の 新 種 、 Geロ 匝 umfenu欣 ） ロ umSMmada， HOnguCMetMaSudaと

Geロ匝 umk〇sわfた fanumSMmada，Hor追ucMetMasudaを記載した。Geロdum

fenum必umは大型の藻体で、幅広く扁平で薄い枝や頂端の窪みによって特徴づ

けられる。Geロ匝umふ・〇sわfセぬnumは中型の藻体で、幅の広い軸や、狭い間隔で

発出している短く分枝しない第二位枝及び第三位枝によって特徴づけられる。

め cL配 列 を 用 い た 系 統 解 析は、 Geロ 匝umヱ加〇 jdesKntzmgと Ge皿む L珊

f印uば甜umの、G餬餓uma必ndChapmanとGeロ出畑々〇SわfたfanLUnのそれぞ

れの単系統性を高いブートストラップ値で支持した。

  4種、Geロ〔ぬぬ皿野出ぬDaWSOn、Geロ出e仏pann〇Sa（Feldmann）Feldmann

etHarne1、P亡e・r〇Cぬ匝eロaCaeruleSCenS（KutZ血塘）SanteliCeSetHOmmerSand

及びPfer〇cぬむe仏c甜〇gめss所des（Howe）Santelicesを日本で初めて報告し、

これらの特徴を記載した。雌雄同株のPlcaenIぬscensは精子嚢群をD嚢果をつ

けた小枝；n）嚢果をっけた直立枝の特別な精子嚢小枝；及び卸特別な精子嚢直立

枝に形成する。後者2っはこの種で初めての報告である。上述の日本新産4種を

含むSSUrDNA配列を用いた系統解析はGeロ甜eぬクレードとPfer〇cぬde仏ク

レ ー ド そ れ ぞ れ の 単 系 統 性 を 高 い ブ ー ト ス ト ラ ッ プ 値 で 支 持 した 。
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    学位論文題名

    A systematic study

of the order Gelidiales (Rhodophyta) from Japan

    （日本産紅藻テングサ目の系統分類学的研究）

  本研究は形態学的形質の変異の把握が困難で、分類学的に難しいグループとされて
いる紅藻テングサ目の日本産種の野外藻体及び培養藻体をもとに、形態学的・分子系
統学的・生理学的な手法を用いて系統分類学的研究を行ったものであり、多くの新知
見を得た。
  核にコードされているSSUrDNA(small subunit of ribosomal DNA)、ITSl (intemal
transcribed spacerl）及び葉緑体コードのrbcL (large subunltofnbuloSe‐1，5－biSphOSphate
carboxylaSe／oxgenaSe）配列を用いた分子系統学的解析では、テングサ目が3つの大きな
クレード、＆Z洫ぬクレード、P．を職ぬ施／Pを′〇cfロ施ぬクレード及びlargeGPZfめ比mcomlex
クレードからなることを明らかにし、培養実験から二次的仮根のタイプ（単細胞独立
型、くぎ型及びふさ型）は完全にこれら3つのクレードと一致することを証明し、こ
の形態形質がテングサ目の系統を反映した形質であることを示した。
  テングサ目唯一のsympodi甜な生長様式を示すAcロ門f卿ピZ心属とテングサ目で一般
的なmonopodialな生長様式を示すとされていたぬ励ピぬ属の分子系統学的解析はこれ
らの分類群が近縁であることを示し、これらの培養藻体及び野外藻体の生長様式の観
察では、Acロ門腕印ピZぬ属では常に軸となる枝が変わるsympodi甜に対して、ぬ施ぬ舷属
は軸の変更が希なためmonopodo甜にみえるが、実際には間隔の広いsympodi甜な生長
様式であることを明らかにし、ぬ紐ぬぬ属をAcロ門m印ピZぬ属のシノニムとし、新組合
せ Acロn所印 Pf心轟fM甜ぬ（ Okamum） Shimada，HonguchietMaSudaを提唱した。
  複数の種を含むことが予想されていた日本産のP．を′倪ぬZ洲Pを職ぬ砒ぬ－complexを
めcL配列を用いて系統解析して得た3つの単系統群の培養藻体及び野外藻体の詳細な
形態形質の解析によって、これら3つのグループがそれぞれ独立した種、尸地′〇cぬ施ぬ
CqP泌ロ餾ロ（Gmelin）SanteliCeSetHOmmerSand、P地′〇Cな匝ピfぬ斑糊（Okamura）Shimada，
HOnguchietMaSuda及びRピ′Dcなめビ朋a肥門甜む（Okamu脚Shimada，HonguchietMaSudaであ
ることを明らかにした。
  独立性に疑問が出されていたGピぬめ黼sH觚びrなぬmmokamuraをGPぬめ比mピ蚣ロ恥
Ku晒ngとの詳細な比較によって、独立した種であることを確立した。
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  Gelidium tenuifolium Shimada，Horiguchi et MasudaとGelidium koshikianum Shimada，
HonguchietMasudaを新種として記載した。また、く迦刪ぬぬ飴HぬぬDawson、〔沼ffdをぬ
pロ門門〇Sロ（Feldmann）FeldmannetHamel、P‘をr．〔℃ぬめビ朋a伽ピrM胞刪門S（Kuセing）SanteliCeSet

Hommersand及びRピ′・〇c彪dをぬCロめ呂め5閉f出S（HOwe）SanteliCeSの4種を日本から初めて
報告し、これらの特徴を記載した。
  こ れを要す るに、著 者は形態 学的並び に生理学 的形質の比 較に、分 子系統学的解析
を 加えて、 類縁関係 を明らか にしたこ とによっ て海藻類の 系統分類 学の新しい分野を
開拓したものであり、生物学に貢献するところ大なるものがある。
  よ って著者 は、北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。


